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熱い鼓動
風は南 から

国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

と
も
い
わ
れ
る
国
民
体
育
大
会
。

令
和
２
年
に
開
催
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

国
体
・
大
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
初
の

延
期
に
。
今
年
10
月
、
特
別
国
民

体
育
大
会
（
以
下
、
国
体
）、
特

別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
以
下
、
障
ス
ポ
）
と
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
総
合
開
会

式
へ
の
御
臨
席
を
は
じ
め
、
皇
族

に
よ
る
競
技
の
御
覧
や
県
内
の
御

視
察
を
賜
っ
た
今
大
会
。
選
手
や

観
覧
者
な
ど
総
勢
約
70
万
人
が
訪

れ
、
各
会
場
で
は
入
場
制
限
な
ど

は
な
く
、
大
歓
声
の
中
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
熱
い
鼓
動　

風
は
南
か
ら
」と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
と
お
り
、
汗
と

笑
顔
が
き
ら
め
く
選
手
ら
の
姿
が
、

希
望
と
感
動
の
風
を
全
国
に
届
け
、

コ
ロ
ナ
下
か
ら
の
再
生
と
飛
躍
を

象
徴
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
勢
が
大
活
躍

51
年
ぶ
り
の
鹿
児
島
県
開
催

と
な
っ
た
国
体
は
、
10
月
７
日
か

ら
11
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
。
正

式
競
技
や
公
開
競
技
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
会

期
前
に
開
催
さ
れ
た
競
技
を
含
め
、

各
市
町
村
で
合
計
76
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
県
勢
は
天
皇
杯
（
男

女
総
合
成
績
）・
皇
后
杯
（
女
子

総
合
成
績
）
と
も
に
２
位
を
獲
得
。

霧
島
市
で
開
催
さ
れ
た
剣
道
で
は
、

少
年
と
成
年
の
男
女
４
種
目
全
て

で
頂
点
に
立
ち
、
完
全
制
覇
を
達

成
す
る
大
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
で
は
初
開
催
と
な
っ

た
障
ス
ポ
は
、
10
月
28
日
か
ら
３

日
間
に
わ
た
り
７
市
で
開
催
。
14

の
正
式
競
技
と
、
会
期
前
に
は
三

つ
の
オ
ー
プ
ン
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
勢
は
総
勢
４
６
７
人
が

参
加
し
、
過
去
最
高
と
な
る
１
９

６
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
選
手
ら

は
積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
に
障
害
の
有
無
は
関
係
な
い

と
い
う
こ
と
を
体
現
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
下
を
乗
り
越
え
て
準
備

を
進
め
て
き
た
関
係
者
や
選
手
た

ち
、
そ
れ
を
見
守
っ
て
き
た
多
く

の
人
の
思
い
が
一
つ
に
な
り
、
大

興
奮
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
今

大
会
。
高
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
、

来
年
、
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
障
ス
ポ
に
引

き
継
が
れ
ま
す
。

特別大会として10月に開催された
燃ゆる感動かごしま国体・大会。
多くの感動が生まれた今大会を振り返ります。

かごしま国体・大会  熱 い応援にみんなが躍動
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GOLD
MEDALIST

成績 選手名 競技名 種　別
優勝 向井 隆之介 剣道 少年男子
優勝 村岡 一

か ず

孝
ゆ き

馬術 成年男子　国体大障害飛越
優勝 原田 璃空 馬術 少年　ダービー
優勝 村岡 のぞみ 馬術 成年女子　ダービー
優勝 原田 いずみ 馬術 成年女子　トップスコア
優勝 竪山 将 柔道 成年男子

優勝
榎園 真次
井下 佑也
榮 貴将

銃剣道 成年男子

２位 下村 世連 空手道 成年男子　形

２位 甲斐 陵亮
袖野 太一

ラグビー
フットボール 成年男子

２位

飛
ひ

田
だ

 季実子
坂本 晶
青 麗子
伊地知 愛

あ

妃
き

川上 真
あ

愛
い

北ノ薗 遼
はるか

笠
りゅう

 泉里
岩元 侑莉

ハンドボール 成年女子

２位 戸田 峻平 サッカー 成年男子
２位 春園 虹

れ の あ

天 サッカー 少年女子
３位 馬渡 拓巳 バレーボール 成年男子

３位 竹之下 脩
しゅう

永治 賢
さ と

明
あ き バレーボール 少年男子

３位
城ノ下 倫太郎 カヌー

少年男子　スプリント・
カナディアンペア500m

３位 少年男子　スプリント・
カナディアンペア200m

３位
横山 瑠

る

勇
い

弓道
少年男子　遠的

３位 少年男子　近的

３位
黒岩 大輝
前田 夏

か

一
い ち

花森 寛人
銃剣道 少年男子

成績 選手名 競技名 種　別
優勝 元

も と

栄
え

 孝典 陸上 肢体不自由者男子１部　50m

優勝 久保 理香 陸上 知的障害者壮年女子　200m

優勝 藤井 博 卓球 肢体不自由者男子２部　区分４

優勝 川江 將
ま さ

文
の り

卓球 精神障害者男子共通　区分19

優勝 幸 由
ゆ き

乃
の

バレーボール 知的障害者女子

２位 元栄 孝典 陸上 肢体不自由者男子１部
ジャベリックスロー

２位
福岡 克也 陸上

聴覚障害者等男子２部
ソフトボール投げ

２位 聴覚障害者等男子２部
走り幅跳び

２位 吉野 数浩 陸上 知的障害者壮年男子
ソフトボール投げ

２位 久保 理香 陸上 知的障害者壮年女子　100m

２位 赤塚 良雄 卓球 視覚障害者男子２部　区分15

２位 吉元 祐平 グランド
ソフトボール 視覚障害者

３位 岩田 桃佳 バレーボール 聴覚障害者等女子

３位 永田 道雄 アーチェリー 肢体不自由者男子　リカーブ
30mダブルラウンド　区分２

地元で輝く金メダル
日々鍛錬を積み、技を磨いたアスリートたちの活躍が光った今大会。
目指すその頂には、金メダルが輝いています。
地元開催の国体・障スポで頂点を極めた地元の金メダリストに、今の思いなどを聞きました。

鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
今
大
会
が

６
回
目
の
国
体
出
場
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
延
期
に
な
っ
た
時
は
、モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
る
か
不
安
で
し

た
。
昨
年
の
と
ち
ぎ
国
体
に
向
け
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
た
時
点
で

既
に
１
年
以
上
の
空
白
期
間
が
あ
り
、

自
分
だ
け
で
な
く
馬
も
競
技
に
向
け

て
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
必
要
で
し

た
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の

時
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
。
と
ち

ぎ
国
体
の
反
省
を
踏
ま
え
、
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
地
元
・

牧
園
で
初
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
表
彰
台
か

ら
は
応
援
席
の
人
た
ち
の
顔
が
よ
く

見
え
た
の
で
、
み
ん
な
の
笑
顔
を
見

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
特
設
会
場
の

設
営
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者

だ
け
で
な
く
、
応
援
や
振
る
舞
い
な

ど
で
支
え
て
く
れ
た
地
元
の
人
た
ち

に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
国
体
を
き
っ
か
け
に
、
た
く
さ
ん

の
人
に
馬
の
か
わ
い
ら
し
さ
や
馬
術

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て
も
ら
え

て
良
か
っ
た
で
す
。

生
後
半
年
の
頃
、
左
脳
の
障
害
で

右
半
身
ま
ひ
の
診
断
を
受
け
、
医
者

か
ら
は「
歩
く
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
歩
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
障
害
が
理
由
で
い

じ
め
に
遭
っ
た
こ
と
も
。
中
学
生
の

時
に
通
っ
て
い
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
、
牧
之
原
特

別
支
援
学
校
の
高
等
部
に
進
学
。
１

年
生
の
時
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
観

戦
す
る
機
会
が
あ
り
、
こ
ん
な
世
界

が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、先
生
に「
や
っ
て
み
な
い
か
」

と
背
中
を
押
さ
れ
、
初
め
て
出
場
し

た
大
会
で
優
勝
。
自
分
に
も
可
能
性

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
地
元
開
催
と
い
う
こ
と
で
家

族
や
友
人
、
恩
師
、
職
場
の
人
た
ち

も
応
援
に
来
て
く
れ
て
、
と
て
も
力

に
な
り
ま
し
た
。
50
メートル
走
で
大
会
新

記
録
を
出
せ
た
の
は
、
応
援
し
て
く

れ
た
み
ん
な
の
お
か
げ
。
特
に
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
理
解
が
あ
る
、
今

の
職
場
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

小
学
生
の
頃
か
ら
剣
道
一
筋
で
し

た
が
、
陸
上
自
衛
隊
へ
の
入
隊
を
機

に
銃
剣
道
を
始
め
、
先
輩
方
の
背

中
を
追
い
か
け
て
き
ま
し
た
。
昨
年

に
続
き
出
場
し
た
今
回
の
国
体
で
は
、

大
将
と
し
て
臨
み
ま
し
た
。
先
鋒
と

中
堅
の
２
人
の
活
躍
に
落
ち
着
い
て

い
ら
れ
ま
し
た
が
、
２
回
戦
で
は
勝

負
の
行
方
が
大
将
戦
に
も
つ
れ
込
む

こ
と
に
。
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
多
く
の
人
た
ち
や
、
国
体
の
準
備

段
階
か
ら
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち

の
た
め
に
も
、
絶
対
に
勝
ち
上
が
り

た
い
と
い
う
一
心
で
力
を
出
し
切
り
、

大
将
と
し
て
の
重
責
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
こ
の
日
は
妻
と
子
ど
も
が
会
場

に
来
て
い
て
、
私
の
試
合
を
初
め
て

観
戦
。
家
に
帰
る
と
妻
か
ら
久
し
ぶ

り
に「
か
っ
こ
よ
か
っ
た
よ
」
と
言
わ

れ
、
優
勝
へ
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
開
催
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
家
族

や
職
場
の
上
司
・
同
僚
な
ど
身
近
な

人
た
ち
に
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

見
て
も
ら
え
た
し
、
力
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

貨
物
列
車
の
事
故
に
遭
い
、
10

歳
で
左
足
を
失
い
ま
し
た
。
高
校
生

の
時
、
障
害
を
か
ら
か
わ
れ
て
、
入

り
た
か
っ
た
卓
球
部
に
入
部
で
き
ず

に
悔
し
い
思
い
を
抱
え
な
が
ら
独
り

で
練
習
を
続
け
ま
し
た
。
６
年
か

か
っ
て
よ
う
や
く
大
会
に
出
場
で
き

る
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
出
場

し
て
も
ず
っ
と
１
回
戦
負
け
。
大
会

で
は
敗
者
が
審
判
を
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
功
を
奏
し
ま

し
た
。
上
手
な
人
の
プ
レ
ー
を
間
近

で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。

20
年
か
か
り
ま
し
た
が
大
会
で
１
位

を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
か
ら

は
楽
し
い
卓
球
人
生
を
歩
ん
で
い
ま

す
。
今
大
会
に
は
、
膝
関
節
炎
の
悪

化
で
練
習
不
足
の
ま
ま
臨
み
ま
し
た

が
、
孫
の
声
援
や
た
く
さ
ん
の
人
の

支
え
が
力
に
な
り
、
優
勝
で
き
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
や
仲
間
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
取
れ
た
金
メ
ダ

ル
。
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
へ
の

恩
を
、
こ
れ
か
ら
後
進
育
成
で
返
し

て
い
き
た
い
で
す
。

馬
術

陸
上

銃
剣
道

卓
球

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て

初
優
勝

職
場
な
ど
の

理
解・
支
援
に
感
謝

地
元
だ
か
ら
こ
そ

絶
対
勝
ち
た
か
っ
た

み
ん
な
で
取
っ
た

金
メ
ダ
ル

成
年
女
子
ダ
ー
ビ
ー
優
勝

肢
体
不
自
由
者

男
子
１
部
50
メートル
走
優
勝

成
年
男
子
優
勝

肢
体
不
自
由
者

男
子
２
部
区
分
４
優
勝

村
岡 

の
ぞ
み
さ
ん（
41
）

元も
と

栄え 

孝
典
さ
ん（
36
）

榮 

貴
将
さ
ん（
32
）

藤
井 

博
さ
ん（
75
）

（
滋
賀
県
栗り
っ
と
う東

市
出
身
、
牧
園
町
在
住
）

（
国
分
出
身
、
国
分
在
住
）

（
天
城
町
出
身
、
国
分
在
住
）

（
大
阪
市
出
身
、
国
分
在
住
）

霧島市出身者や在住者などで３位以上の成
績を収めた選手を紹介します

Jukendo

Horsemanship

Athletic sports

Table tennis

■かごしま国体３位以上の入賞者（敬称略）

■かごしま大会３位以上の入賞者（敬称略）
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熱い応援にみんなが躍動
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か
ご
し
ま
国
体
で
大
活
躍
を
見

せ
た
地
元
選
手
。
霧
島
市
で
開
催

さ
れ
た
剣
道
や
馬
術
を
は
じ
め
17

競
技
30
種
目
で
優
勝
を
勝
ち
取
り
、

総
合
成
績
は
２
位
。
14
位
だ
っ
た

昨
年
の
と
ち
ぎ
国
体
か
ら
大
き
く

飛
躍
し
ま
し
た
。

開
催
地
の
利
点
の
一
つ
は
、
地

元
の
応
援
が
あ
る
こ
と
。
今
回
メ

ダ
リ
ス
ト
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、

全
員
が「
応
援
が
力
に
な
っ
た
」と

答
え
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
、

同
様
の
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。応
援
は
選
手・

チ
ー
ム
の
勝
利
や
成
果
を
願
っ
て

の
行
為
で
す
が
、
果
た
し
て
効
果

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
応
援
＝
力
」の
根
拠
と
は

「
応
援
を
受
け
る
こ
と
が
選
手

の
身
体
的
な
能
力
や
技
術
に
直
接

的
に
作
用
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
か

で
す
」
と
話
す
の
は
、
第
一
工
科

大
学
准
教
授
で
ス
ポ
ー
ツ
科
学
分

野
を
研
究
す
る
中
井
雄
貴
さ
ん

（
40
）で
す
。

「
声
を
出
す
こ
と
で
力
が
入
る

こ
と
は
想
像
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
運
動
生
理
学
で
は
大
脳
の
興

奮
を
高
め
る
こ
と
で
、
脳
か
ら
筋

肉
に
命
令
す
る
神
経
伝
達
を
促
進

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
応

援
さ
れ
る
こ
と
で
も
同
様
の
効
果

を
得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
で
行
わ
れ
た
研
究
で
は
、
声

援
が
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場

合
を
比
較
し
、
声
援
が
あ
る
場
合

に
は
筋
力
が
最
大
５
％
増
強
し
た

り
、
動
き
の
速
さ
や
持
久
力
が
向

上
し
た
り
す
る
と
い
う
結
果
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
」

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

応
援
が
選
手
の
力
に
な
る
一
方

で
、
応
援
を
す
る
人
た
ち
に
も
良

い
影
響
が
あ
る
と
中
井
さ
ん
は
話

し
ま
す
。「
選
手
が
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
見
る
こ
と
で
、
喜
び
や
悔
し

さ
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

勝
利
の
瞬
間
に
は
大
き
な
感
動

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
で
応
援
し
て
い

る
と
、
血
液
中
に
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

が
放
出
さ
れ
て
興
奮
状
態
に
な
り

ま
す
。
声
を
出
す
こ
と
で
血
行
や

代
謝
が
良
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
発

散
に
な
る
の
で
す
」

■

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
国
体
・
大

会
に
関
わ
っ
た
人
を
紹
介
し
た
今

回
の
特
集
。
自
分
で
メ
ダ
ル
は
取

れ
ず
と
も
、
応
援
し
て
疑
似
体
験

し
、
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
下
で
制
限
さ
れ

て
い
た
声
援
も
解
禁
と
な
っ
た
今
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

兄の影響で、小学１年生の頃か
らハンドボールを始めました。

高校に入学した時には既に国体の
延期が決まっていたので、ずっと国
体を見据えて競技と向き合ってき
ました。６月の九州総体では開催 
地・大分のチームに決勝で敗れ２
位、７月のインターハイではベスト
16と、思うような結果が出せず悔
しい思いを経験。国体は勝利で終

わろうと心に誓いました。キャプテ
ンという立場に不安やプレッシャー
もありましたが、開催延期のため出
場できなかった先輩たちや今いる
仲間のためにもやり切ろうと決意。
絶対負けたくないという気持ちはみ
んな同じだったので、厳しい練習に
も前向きに取り組み、本番を迎え
ました。会場ではたくさんの人が割
れんばかりの大歓声で迎えてくれて、

体中に力が込み上げてくるのを実
感。目標だった優勝には手が届き
ませんでしたが、結果は４位と大き
く前進できました。

最後まで楽しくプレーできたのは
家族や友人だけでなく、運営や振
る舞いなど陰で支えてくれた人たち
がいたからこそ。地元開催の力を強
く感じるとともに、感謝の気持ちで
胸がいっぱいになりました。

「
応
援
が
力
に
な
る
」は
本
当
か

第一工科大学准教授
中井 雄貴さん（40）
鹿児島市在住

隼
人
町
出
身
。
国
分
中
央
高
校
３
年
。
か
ご

し
ま
国
体
で
県
選
抜
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン

を
務
め
た
。
隼
人
町
在
住
。

INTERVIEW 絶対負けないという気持ちを声援が後押し
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
少
年
女
子
４
位
入
賞

福
留 

愛あ

音ん

さ
ん（
18
）

応援で
心が一つに

会場で応援

ハ ンドボール成年男子の試合を全校生徒
で観戦しました。全国トップレベルの試

合を間近で見るのは初めてで、想像以上の迫
力に驚きました。会場内は人も多く大きな歓声
が響き渡り、とても盛り上がっていました。自
分たちも選手の名前を大声で呼んで応援。選
手がこっちを見て手を振ってくれたので、ます
ます応援したくなりました。隣の応援席にいた
他県の応援団と同じチームを応援していると、
いつの間にか声援が合わさり、選手も含め心
が一つになった気分に。応援する側も力をもら
えた気がします。

満塩 怜
れ ん

太
た

さん（14）
陵南中学校３年

振る舞いで
応援

１人では
できない
経験に感謝

ボ ーロ、かるかん、ゆべしなど、私たちの
郷土の味が全国の人たちの口に合うか、

話し合いと試行錯誤の日々でした。国体会場
では、メンバーが手分けして合計18カ所で振
る舞いました。私は作る担当で、会場から「お
いしいと言っておかわりをもらいに来る人がい
た」「15分で売り切れた」と連絡が入るたび、う
れしくてパワーをもらいました。全国から訪れ
た人たちに振る舞う機会は滅多にあることで
はなく、１人では決してできないこと。みんな
で成し遂げることができ、良い経験になりまし
た。

川野 幹子さん（69）
市食生活改善推進員連絡協
議会会長、霧島在住

感謝の
気持ちで
おもてなし

ボランティ
アで応援

人 と関わるのが好きなので、広報誌でボラ
ンティア募集の記事を見つけてすぐに応

募しました。開催期間中はゴルフ、剣道、馬
術の会場で、駐車場係など合計７日間お手伝
いをすることに。とにかく声をかけることを心
がけました。来場者には「いらっしゃい」、優
勝した選手には「おめでとう」などの簡単な言葉
ですが、声をかけると相手も笑顔を返してくれ
るので、うれしくてやりがいを感じました。次
第に「楽しんで帰ってくださいね」などの言葉が
自然と出てくるようになり、訪れた人たちとの
交流が楽しみの一つになっていました。

北山 雄二さん（65）
牧園町在住

皆さまのご協力に感謝

開
催
期
間
中
は
延
べ
約
５
万
人

の
観
覧
者
が
市
内
の
競
技
会
場
を

訪
れ
、
選
手
に
大
歓
声
を
届
け
ま

し
た
。
市
内
の
学
校
か
ら
は
49
校
、

約
８
千
人
の
児
童
・
生
徒
が
競
技

を
観
戦
し
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
試

合
を
楽
し
み
な
が
ら
元
気
な
声
援

や
拍
手
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

競
技
会
場
周
辺
で
は
、
18
の
霧

島
市
ふ
る
ま
い
協
力
団
体
が
お
も

て
な
し
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
け
せ

ん
団
子
や
あ
く
ま
き
と
い
っ
た
郷

土
料
理
な
ど
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
国
体
記
念
グ
ッ
ズ
や
特

産
品
の
販
売
、
飲
食
店
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
人

を
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。

各
競
技
会
場
や
空
港
、
駅
な

ど
に
設
置
し
た
総
合
案
内
所
で
は
、

約
４
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

約
千
人
の
中
高
生
補
助
員
が
受
け

付
け
や
会
場
準
備
、
来
場
者
の
誘

導
な
ど
を
行
い
、
大
会
運
営
を
支

え
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
当
日
だ
け
で
な
く
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
環
境
美
化
活

動
に
至
る
ま
で
、
ま
さ
に
市
民
総

参
加
で
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
国

体
・
大
会
を
支
え
、
心
に
残
る
大

会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

かごしま国体・大会
熱い応援にみんなが躍動
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CIVIC NEWS
Topic of kir ishima city まちの話 題

市の特産品・農産物がめじろ押し
霧島ふるさと祭、今年も盛況

市
の特産品や農産物、産業などの展示・販売を行
う霧島ふるさと祭が11月11日・12日、国分シ

ビックセンターお祭り広場でありました。60軒を超
える出店が並び、２日間で多くの人が来場。ステージ
ではダンスや空手演舞、太鼓演奏などのパフォーマン
スが行われ、来場者は出店で購入した食べ物や飲み物
を手に祭りを楽しみました。姶良市から訪れた臼﨑龍

たつ

大
ひろ
さん（38）は「初めて家族で来ました。さまざまな

店をゆっくり回れて大満足です」と笑顔で話しました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

幅
広い世代にスポーツを体験してもらおうときり
しまスポーツまつり2023が11月３日、国分運

動公園などで開催。プロチームを含む27競技の体験
ブースが設置され、多くの人がスポーツを楽しみました。

スポーツまつりでプロも指導

霧
島温泉駅で11月10日、イルミネーションの点
灯式が開催されました。霧島高校総合学科の

３年生６人が駅の活性化を図ろうと取り組んだもの
で、午後５時から９時の間、12月25日まで点灯します。

イルミネーションで駅が輝く

教育フェスタで学びを共有

青
少年議会での提言を受け令和元年度から始まっ
た教育フェスタ。今年は10月28日に多目的ホー

ルで行われ、市教育委員会主催事業などに参加した児
童・生徒ら12人が、体験から得た学びを発表しました。

どんぐりピアノの音色響く

約
70年前に児童らがドングリを拾い育てた苗木
の販売収益で購入した「どんぐりピアノ」のコン

サートが11月２日、三体小学校で開催。児童や地域
住民など約60人が、クラシックなどを楽しみました。

異動受付支援
システムを
導入します

対象手続き

書類に記入する負担を最小限に異動届などが作成できるよう、市民課での住所変更などの手続きに「異動受付支援シス
テム」を導入します。住民票の異動に伴う一部の手続き（国民健康保険や児童手当、子ども医療費など）も住所、氏名、生
年月日など一部の項目を印字し、申請書を作成します。（隼人市民福祉課、各総合支所市民生活課、福山市民サービスセン
ターは従来通りの手続き） ※手続きに必要な物は、従来と変更ありません。

異動受付支援システムとは
　転入などの住民異動の手続きで、転出証明書の文字をシステムに読み込んだり、届け出内容を職員が聞き取ったりして住民異動届を作成する
仕組みです。

待ち・呼び出し状況お知らせサービスも開始
　来庁前にスマートフォンなどで市民課窓口の待ち人数を調べたり、受け付け後の呼び出し状況を確認したりできるサービスが１月から始まります。詳細は、１月
以降に市ホームページをご覧ください。

�問＝市民課  ☎（64）0901

「やさしい窓口」を目指して

住所変更（転入、転出、転居）、世帯主変更などの住民異動の届け出

住民異動届や異動に伴う申請
書（印鑑登録証明書や住民票
の写しの取得など）それぞれ
に手書きで住所・氏名などを
記入

１
転出証明書や在留カードなど
を市民課窓口に持参

３
読み込んだ情報を基に職員が
異動届を作成

２
職員が異動受付支援システム
に情報を読み込み文字化

４
市民がタブレット上で異動届
の内容を確認・署名

これまで これから

手続きの流れ

手書きの負担を軽減 １月22日スタート

さらに
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業
を
解
禁
す
る
企
業
も
増
え
つ
つ
あ
る
昨
今
、

同
社
で
も
副
業
を
奨
励
。
採
用
試
験
の
面
接

で
副
業
希
望
の
有
無
を
尋
ね
る
こ
と
も
あ
り
、

実
際
に
約
１
割
の
社
員
が
副
業
を
し
て
い
る

ほ
か
、
社
員
の
情
報
発
信
力
の
向
上
を
狙
っ

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
手
当
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
も
取

り
入
れ
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
社
の
製
造
部
組
立
事
業
課
で
働
く
の
が
、�

入
社
２
年
目
の
米
永
将
也
さ
ん（
27
）で
す
。

一
度
は
教
育
関
係
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
仕
事
が
し
た
い
と
転
職
を
決
意
。
就
職
活

動
の
中
で
同
社
に
出
会
い
ま
す
。
採
用
試
験

の
社
長
面
談
で
業
務
内
容
や
経
営
方
針
を
聞

き「
こ
の
会
社
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
っ
た
」
と
話
す
米
永
さ
ん
。
入
社
時

は
営
業
職
で
し
た
が
、
新
工
場
の
建
設
を
機

に
希
望
が
か
な
っ
て
現
在
の
部
署
に
異
動
し

ま
し
た
。「
今
の
業
務
は
自
分
の
作
っ
た
物

を
形
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
組
み

立
て
た
製
品
が
数
ミ
ク
ロ
ン
の
誤
差
で
動
か

な
い
な
ど
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

い
つ
の
日
か
、
趣
味
の
釣
り
や
キ
ャ
ン
プ

の
道
具
な
ど
を
作
る
副
業
も
や
っ
て
み
た
い

と
話
す
米
永
さ
ん
。「
今
年
の
夏
は
希
望
し

て
海
外
研
修
に
も
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
今
日

も
も
の
づ
く
り
に
挑
み
ま
す
。

確かな技術力で難しい要望にも応える。 半
導
体
製
造
装
置
や
医
療
機
器
の
部
品
、

精
密
部
品
な
ど
の
製
造
分
野
で
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
の
が
、
溝

辺
町
に
本
社
を
置
く
鹿
児
島
精
機
㈱
で
す
。

「
大
量
生
産
で
は
な
く
、
１
個
か
ら
１
０

０
個
程
度
の
単
位
で
多
品
目
の
部
品
の
製
造

を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
手
間
の
か
か
る
難

し
い
加
工
や
細
か
い
要
望
に
対
応
で
き
る
の

が
強
み
で
す
」
と
Ｃ
Ｆ
Ｏ（
最
高
財
務
責
任

者
）
兼
社
長
室
長
の
德
永
佑
太
さ
ん
は
胸
を

張
り
ま
す
。
同
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
並
ぶ

「
精
密
機
械
部
品
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
文
字
に
、
技
術
力
に
対
す
る
自
信
が
垣
間

見
え
ま
す
。
ま
た
、
働
き
方
の
多
様
化
や

「
働
き
方
改
革
」の
影
響
を
受
け
、
徐
々
に
副

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠

1 日の
タイム

テーブル

勤務

勤務

休憩
休憩

勤務

勤務

昼食

朝食、出勤準備
出勤

入浴・温泉

夕食

バスケの
練習

ウオーキング、
Netflix視聴

溝辺町有川1655  ☎（59）3304  https://www.kagosima.co.jp/
鹿児島精機株式会社

鹿児島精機 検索

取材協力企業

市ホームページで、
このコーナーの
バックナンバー
をご覧いただけ
ます。

代表者：山村　幸弘
創　業：昭和50年10月
資本金：2,400万円
売上高：12億2,300万円（令和４年10月期）
初任給：18万～ 30万円
平均年齢：41歳
従業員数（男／女）：49人（27人／ 22人）

有給休暇の平均取得日数：8日／年
採用実績（新卒／中途）：17人（0人／ 17人、令和５年度）
月平均残業時間：12時間
育児休業取得者数（男／女）：1人（0人／ 1人、令和３年度）
勤務時間：午前８時～午後５時（年間休日115日）
※業務によってはシフト制。

古民家村 家族湯天空
◦場所＝国分重久339-1
◦ 営業時間＝午前10時～午前0時（退室）
◦定休日＝なし　◦駐車場＝32台
問＝古民家村 家族湯天空  ☎（47）7171

小 学生の頃からやっているバスケット
ボール。今も二つのチームに参加して

おり、疲れた体を癒やすために、温泉は欠かせ
ません。よく行くのが国分重久にある「古民家
村家族湯天空」。夜も遅くまで営業しているの
で、練習帰りに利用できるのがいいですね。家
族湯ですが１人でも利用でき、ゆっくりと温泉
を楽しむことができます。源泉かけ流しの湯は
ナトリウム炭酸水素塩泉で、漬かっただけで肌
はまるでせっけんで洗ったようなつるつるとし
た感触になります。
この温泉をお勧めする一番の理由が、全室に
完備された本格的なドライサウナ。最近はやり
のサウナを貸し切りで思う存分楽しめます。
年中無休で営業しており、良質の泉質と充実
した設備で人気があるので、電話で空き状況を
確認してから行くことをお勧めします。

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。

このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。

第70回は、鹿児島精機株式会社の米永将也さん（27）です。

就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

ワーク

vol.70

福利厚生が
充実しています。

お薦め

ON

OFF

鹿
児
島
精
機
株
式
会
社  

製
造
部
組
立
事
業
課

米
永 

将
也
さ
ん（
27
）

隼
人
町
出
身
。令
和
４
年
入
社
。趣
味
は
釣
り
や
キ
ャ
ン
プ
、

温
泉
巡
り
。
特
技
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
隼
人
町
在
住
。

勤務準備

退勤
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紹
介
者

き り し ま 給 食 通 信 令和５年12月５日  vol.34

市では、食育の生きた教材となる学校給食を通して、食に関する正しい知識や食文化の継承、
自然の恵みなどを学ぶ取り組みを進めています。このコーナーでは、人気の給食メニューをレシピとともに紹介します。

給
食
通
信

家
庭
で
楽
し
む

ささがきにしたゴボウを電子レンジで温めると、時間短縮になります。
調理の
ポイント

食感と味付けが良く、ごはんが進みます。

当日当日ののメニューメニュー

ごはん　牛乳
野菜のみぞれ煮

かつおみそ　ミカン

舞鶴中学校３年５組の給食風景

RECIPE かつおみそ kcalkcal

1 人分

104104

舞鶴中学校（単独調理場）
国分福島３-55-1
☎（47）4747 

◦�食数：920食

茶うけみそは
奄美伝統の粒みそ

ゴボウ	 50g
焼きなまり節	 80g
油	 適量
茶うけみそ	 28g
おろしショウガ	 小さじ1
砂糖	 大さじ2
みりん	 小さじ1

白ごま	 大さじ1

①	ゴボウをささがきに、焼きな
まり節は薄切りにする。

②	油を引いてゴボウを炒め、火
が通ったら焼きなまり節を加
えてさらに炒める。

③	②に調味料と白ごまを加えて
炒める。

材料（4人分） 作り方

調
味
料

て てくく

くくぱ ぱ

楽しい育児をサポートする
コーナーです。子どもと一
緒に出かけたい場所や育児
に役立つ情報などを紹介し
ます。

vol.
39

育児を楽しもう

１年ほど前から参加しており、わら
べ歌で子どもと触れ合う時間がお

気に入りです。いろいろな歌があり、全
て覚えるのは難しいくらい。家に帰って
からも楽しめるのが良いですね。
季節に合わせたイベントがあり、10

月の運動会では親子ともども思い切りは
しゃぎました。月齢が近い子が多く、子
ども同士で仲良く過ごしています。目が
離せない時期ですが、たくさんの支援員
さんがいるので安心です。
活動が終わると、休憩を兼ねておしゃ

べりできる時間があり、こども園の申し
込みなど情報交換できるのがありがたい
です。帰りにもらえるおやつは、郷土料
理や季節に合わせた手作りのもの。優し
い味付けで、子どもにも安心して食べさ
せられますよ。

管理者から一言／わらべ歌や読み聞かせ、創作活動など季節に合わせた行事を計画しています。
３歳ぐらいまでの親子の参加が多いです。他のママさんとのおしゃべりや子どもの健やかな成
長のための、楽しい交流の場として利用しませんか。

SMILE KIDS ３歳までの子どもを紹介します。12月生まれのみんな、ハッピーバースデー♪

投稿募集中!
１月号に掲載する子ども
の写真を募集していま
す。下の応募フォームか
ら申し込みください。申
し込み多数の場合は抽選
です。
⃝�対象＝令和３年～５年の
１月生まれの子ども
（住民票が霧島市）
⃝�期限＝12月19日（火）

➡�応募フォームは
こちら保護者：大輔さん

ねえねと仲良く、
元気いっぱいに
大きくなってね♪

隼人

2歳

保護者：健太郎さん

わが家の癒やしの湊斗♥
たくさん食べて
大きくなってね☆

国分

保護者：彩さん

元気いっぱいで
大きくなってね。
柊李大好きだよ♥

国分

1歳

保護者：美沙希さん

いろんなことに
チャレンジして、

心も体も大きくなあれ！

隼人

2歳 3歳

問＝秘書広報課  ☎（64）0955

絵本の読み聞かせに夢中

わらべ歌で触れ合い遊び

休憩を兼ねた語り合いの場

わ
ら
べ
歌
で
楽
し
く
触
れ
合
い
。

浜
田　
裕ゆ

紀き
さ
ん�（
38
）国
分
在
住

 

怜れ
い
來ら
ち
ゃ
ん（
１
）

開設時間：第２木曜(８月休み)午前10時～ 11時30分  対象：未就学児と保護者など

隼人町姫城２–206
隼人姫城地区公民館
問＝すももクラブ【新田】�☎（42）0726

地域のサロン

すももクラブ
参加料＝100円／回
隼人姫城地区以外の人も
利用できます。
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次
世
代 

農

家 

探
訪

生きていく上で欠かすことができない「食」を未来につなぐ、私たちのまちの新規就農者や農業後継者などを紹介します。

霧島の農業をミライへ

高
校
時
代
は
マ
ラ
ソ
ン
に
熱

中
し
て
い
た
和
田
新
さ
ん

（
29
）。
支
え
て
く
れ
た
人
や
地
域

に
恩
返
し
が
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
農
業

の
道
に
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
に
進
学
し
、
社
会

人
経
験
を
積
み
就
農
。
今
年
、
５

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

気
候
や
土
壌
な
ど
に
適
し
た
作

物
を
見
つ
け
る
た
め
、
当
初
は
30

品
目
ほ
ど
を
栽
培
。「
い
ず
れ
は

地
域
の
人
た
ち
に
、
苗
植
え
や
収

穫
体
験
な
ど
に
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
も
あ
り
、
主
作
物

を
サ
ツ
マ
イ
モ
に
決
め
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
地
域

内
で
循
環
す
る
土
づ
く
り
で
す
。

畜
産
農
家
な
ど
か
ら
牛
・
豚
・
鶏
・

馬
の
ふ
ん
や
キ
ノ
コ
の
廃
菌
床
、

茶
殻
を
譲
り
受
け
て
堆
肥
化
。
代

わ
り
に
、
商
品
と
し
て
出
荷
で
き

な
い
作
物
を
飼
料
用
と
し
て
提
供

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
地
域
に
あ
る
資
源
を
活
用
し

て
栽
培
し
た
作
物
を
、
地
域
の
人

に
食
べ
て
ほ
し
い
。
そ
の
循
環
が

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
れ
ば
」と
話
す
和
田
さ
ん
は
、

地
域
に
生
か
さ
れ
、
地
域
と
共
に

育
つ
農
家
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

和田 新さん（29）牧園町出身、牧園町在住。
就農５年目。農

の

土
ど

家
か

園
え ん

代表。霧島N
ネ オ

EO-F
フ ァ ー マ ー ズ

ARMERS!会長。
営農類型：露地野菜　経営作目：イモ類、葉茎菜類　経営面積：1.3ha

vol.
01

味わいを追求して開発したシルクジェラート
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

日本で最初の国立公園・霧島錦江湾国立公園がある霧島市。市内全域の自然や文化などは霧島ジオパークとして、 
日本ジオパークに認定されています。今回から、霧島山や錦江湾をはじめとする市内の魅力あふれるスポットを紹介します。

霧島山と錦江湾の
魅力再発見

霧 島山は登山道が整備されていま
すが、軽石などで足元が滑りや

すいので注意しましょう。登山中に何
かあっても自己責任。事前の準備が大
切です。
霧島山登山の前にやっておくべき
ことは大きく三つあります。
①気象情報・火山情報を確認
②�登山計画書（登山届）を家族や親しい
人と共有、登山口のポストに投函
③�防寒着や雨具、携帯トイレ、スマホ

のバッテリーなど必要な物を準備
準備が万全でも、当日の天候に応じ
て下山する勇気が何より大事。命あっ
ての登山です。
ビジターセンターからの主な登山
先は高千穂峰で、霧島神宮古

ふる

宮
みや

址
あと

や頂
上付近には元宮、天

あま

の逆
さか

鉾
ほこ

などがあ

ります。春・夏は野鳥や草花を楽しめ
て、秋・冬は空気が澄むため眺めが最
高。宮崎市内のリゾートホテルや指宿
の開聞岳などを一望できます。
ビジターセンターのホームページ
では登山コースや植生、火山情報を確
認できるので、ぜひ活用してください。

高
千
穂
河
原

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

梅
北 

正
実
さ
ん

長時間の外出
時は自宅の防
犯対策も忘れ
ずに。

霧島山登山の心得と
高千穂峰コースの魅力

霧島山は四季折々の魅力がある一方
で、登山には危険がつきもの。マナー
を守り、安全第一で楽しみましょう。

噴火で焼失した、２番目の霧島神宮跡
地。現在はこの場所で月

つき

次
なみ

祭
さい

などの祭
事が行われる。

最初に霧島神宮が建てられたとされる
場所。風が収まる神秘的な空間・背

せ

門
と

丘
お

に鎮座する。

A

〜山で幸せ、海で幸せ〜vol.01

Trip to Kirishima Geopark

農
土
家
園
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

は
こ
ち
ら

農
土
家
園
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
は

こ
ち
ら

四季によって表情を変える霧島山。今
回は、高千穂河原ビジターセンター職
員の梅北正実さんに、登山の心得と高
千穂峰コースの魅力を聞きました。

至霧島神宮
背
せ

門
と

丘
お

御鉢

高千穂峰
←1時間30分

2時間→

馬の背
1,574m

高千穂河原
ビジターセンター

高千穂河原
バス停

B

A 古
ふる

宮
みや

址
あと

B 元宮

肌寒い季節に恋しくなる焼き芋。「寒い時季
だけでなく一年中味わってほしい」との思いで開
発したのが、農土家園のシルクジェラートです。
栽培期間中、農薬を使わずに育てたサツマイモ・
シルクスイートを使用し「芋の味わいを追い求め

た結果、焼き芋ペーストの割合を50％に設定。
シルクスイートの上品な甘さを味わってほしい」
と和田さんは笑顔を見せます。シルクジェラー
トは隼人町の日当山西郷どん村物産館か、農
土家園オンラインショップで購入できます。

シルクジェラート
（3個入り）

1,650円（税込み）

天
あま

の逆
さか

鉾
ほこ

104
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生
ま
れ
も
育
ち
も
大
都
会
・
横
浜
。
６
月
ま

で
東
京
で
Ｏ
Ｌ
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
富

澤
英
里
子
さ
ん（
26
）は
今
、
福
山
町
の
合
資
会
社

伊
達
醸
造
で
跡
取
り
と
し
て
生
き
生
き
と
働
い
て

い
ま
す
。

伊
達
醸
造
は
２
０
０
年
の
歴
史
あ
る
老
舗
の
醸

造
会
社
。
市
の
特
産
品
の
一
つ
で
あ
る
つ
ぼ
作
り

黒
酢
の
ほ
か
、
み
そ
や
酢
、
し
ょ
う
ゆ
を
手
掛
け

ま
す
。
富
澤
さ
ん
の
祖
父
が
同
社
の
先
代
、
叔
父

が
現
在
の
社
長
を
務
め
、
伊
達
醸
造
の
味
が
食
卓

に
あ
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
し
た
。「
小
学

生
の
頃
、
夏
休
み
に
な
る
と
祖
父
の
家
に
遊
び
に

来
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
自
分
が
福
山
に
住
む
こ

と
に
な
る
な
ん
て
」と
富
澤
さ
ん
は
お
ど
け
ま
す
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
今
年
の
３
月
。「
経
営
難

か
ら
伊
達
醸
造
を
畳
む
か
も
し
れ
な
い
と
母
に
聞

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
う
れ
し
そ
う
に

酢
や
し
ょ
う
ゆ
の
話
を
し
て
い
た
祖
父
。
そ
の
思

い
出
ご
と
無
く
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
て
、
や
り

方
を
変
え
れ
ば
き
っ
と
う
ま
く
い
く
は
ず
と
思
い
、

自
分
に
継
が
せ
て
ほ
し
い
と
話
を
し
ま
し
た
」

前
職
で
は
企
業
広
告
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担

当
し
て
い
た
富
澤
さ
ん
。
そ
の
視
点
と
人
脈
を
生

か
し
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
し
た
。「
資
金
集
め
と
い
う
面
だ
け

で
な
く
、
伊
達
醸
造
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
と
思
い
、
募
集
後
も
取
り
組
み
内

容
が
ウ
ェ
ブ
上
に
残
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
手
を
付
け
ま
し
た
。
知
り
合
い
に
出
資
を
お

願
い
す
る
の
は
気
が
引
け
ま
し
た
が
、
と
に
か
く

自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う

思
い
で
し
た
」。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は

目
標
を
上
回
る
１
２
２
％
と
い
う
支
援
が
集
ま
り

ま
し
た
。「
支
援
の
お
礼
と
し
て
、
壺つ
ぼ

オ
ー
ナ
ー
権

や
仕
込
み
に
参
加
で
き
ち
ゃ
う
権
と
い
う
も
の
も

用
意
し
ま
し
た
。
商
品
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
つ
ぼ
を
持
て
た
り
仕
込
み

を
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
伊
達
醸
造
の
フ
ァ

ン
を
つ
く
り
た
い
ん
で
す
」と
富
澤
さ
ん
は
思
い
の

一
端
を
口
に
し
ま
す
。

広
告
塔
と
し
て
動
き
出
し
た
富
澤
さ
ん
は「
実

際
に
越
し
て
来
た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
東
京
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
の

活
動
も
考
え
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
に
来
た
か
ら
こ

そ
も
っ
と
小
さ
な
こ
と
か
ら
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
毎
日
や
る

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」。

こ
れ
ま
で
先
代
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
も
の

を
未
来
に
つ
な
ぎ
た
い
。
そ
の
思
い
と
合
わ
せ
て
、

新
た
な
挑
戦
に
も
抜
か
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
新
潟

の
米
農
家
さ
ん
と
ご
縁
が
あ
り
、
こ
の
秋
に
早
速

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
米
で
黒
酢
を
仕
込
み
ま
し
た
。
鹿

児
島
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
良
い
物
が
作
れ
た
ら
面
白
く
な
る
は
ず
」と
話

す
富
澤
さ
ん
の
目
は
、
未
来
に
向
か
っ
て
き
ら
き

ら
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。歴

史
を
支
え
に
、

よ
り
大
き
な

明
か
り
を
と
も
す

引き継ぐ心と
生み出す思い

Vol.187
THE SCENE

霧島に生きる

合資会社　伊達醸造
富澤 英里子さん（26）
神奈川県出身。趣味はスノーボード。夢
はお笑い芸人・サンドウィッチマンとの
コラボ。福山町在住。

伊達醸造が手掛ける商品

今秋に仕込んだ
黒酢のつぼ

伊達醸造のホームペー
ジはこちら

富澤さんのインスタグ
ラムはこちら
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市県民税申告日程
次の日程で、令和６年度（令和５年分）の市県民税申告、所得税の確定申告（一部）を受け付けます。

期間中は大変混み合いますので、時間に余裕を持ってお越しください。

●期間＝２月１日（木）～３月15日（金）
※土日・祝日、日程表の青色部分を除く。

◦受付時間
◦国分・隼人地区＝午前８時30分～午後４時
◦その他の地区＝午前９時～ 11時30分、午後１時～４時

◦必要な物
◦本人確認書類（マイナンバーカードなど）
◦ 収入や必要経費を確認できる書類（源泉徴収票や収支計算書

など）
◦ 社会保険料・生命保険料控除を受けるための資料（納付済証明

書など）
◦障害者控除を受けるための資料（身体障害者手帳など）
◦ 配偶者（特別）控除、扶養控除を受けるための資料（配偶者の

源泉徴収票など）

◦ 医療費控除を受けるための資料（医療費控除の明細書など）
◦寄付金控除を受けるための書類（寄付の証明書・受領書など）
◦ 所得税の還付申告を受けるための書類（申告者本人名義の通

帳など）
■注意事項
◦ 農業・営業・不動産所得がある人は、収支計算書などを作成

して来場ください
◦ 医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書（税務課、各

総合支所地域振興課で配布、市ホームページからもダウン
ロード可）を作成して来場ください

◦ 無収入の人、障害年金などの非課税収入のみの人は市県民
税簡易申告書（税務課、各総合支所地域振興課で配布、市の
ホームページからもダウンロード可）を記入し郵送かファク
ス、メールで申告できます

�問＝税務課  ☎（64）0884、各総合支所地域振興課

申告が必要か確認を

市役所では申告できない場合があります
次の①～⑥に該当する人で、所得税の納付・還付が発生する場合や繰越控除が発生する場合は、

加音ホール（姶良市加治木町木田5348-185）での申告手続きをお願いします。詳細は問い合わせください。
① 住宅ローン控除の初年度の申告
② 土地、建物、山林、株式の売却に係る申告
③ 配当所得の申告
④ 先物取引に係る所得の申告
⑤ 青色申告
⑥ 雑損控除の申告
�問＝加治木税務署  ☎（62）2161

地区 国分・隼人 溝辺 横川 牧園 霧島 福山

会場
国分シビックセン
ターエントランス

ホール
溝辺総合支所
小研修室

横川総合支所
多目的室

牧園総合支所
多目的室

霧島総合支所
302会議室

福山総合支所
会議室

２月

1 木

国分・隼人 
全地区

有川地区
2 金
5 月

山ケ野地区

牧園地区
6 火
7 水

安良地区8 木 竹子地区
9 金
13 火

竹子地区
中央地区

三体地区
東牧之原地区14 水

15 木
三縄地区

万膳地区
霧島全地区

16 金
19 月

麓地区

福地・福沢地区
20 火

佐々木地区21 水
持松地区 小廻地区

22 木
26 月

西地区
中津川地区

下牧之原地区27 火

霧島全地区

28 水
29 木 植村今村地区 中央・大廻地区

３月

1 金
陵南地区

4 月

高千穂地区

中央・大廻地区
5 火

崎森地区 西牧之原地区6 水
植村今村地区

7 木
8 金 尾田地区
10 日 休日申告（全地区で指定日に申告できない人）※国分・隼人地区会場でのみ受け付けます。
11 月

国分・隼人 
全地区 溝辺全地区

尾田地区

牧園全地区 霧島全地区

佳例川・
比曽木野地区12 火

13 水
福山全地区14 木

横川全地区
15 金

令和６年度申告日程表

し ん こ く

国税庁ホーム
ページはこちら

令和６年１月１日現在、
霧島市に住所がある

令和５年１月１日から令和５年12月31日までの間に収入がある
※非課税収入（遺族年金・障害年金・失業給付金など）のみの人は「いいえ」。

税務署へ確定申告書を提出する

給与または公的年金以外の収入がある

年末調整で届け出た内容の修正や、
新たに追加する控除がある

霧島市では申告できません。
令和６年１月１日に住所があった
市区町村に問い合わせください

市県民税の申告は不要です

簡易申告書の提出が必要です

市県民税の申告は不要です

市県民税の申告が必要です

市県民税の申告は不要です

次のいずれかに該当する
・国民健康保険、後期高齢者医療保険、
　介護保険に加入している世帯
・市営住宅に入居している世帯
・所得（課税）証明書を必要とする世帯

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

いいえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

START
スタート

※国分・隼人地区、霧島地区は、自治会ごとの割り振りはありません。
※選挙、災害などのやむを得ない事情により、会場や受付時間が変更になる場合があります。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
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お
知
ら
せ

国
分
都
市
計
画
用
途
地
域

変
更（
案
）の
縦
覧

国
分
都
市
計
画
用
途
地
域
を
変

更
す
る
に
当
た
り
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
き
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

⃝
�

変
更
案
の
概
要
＝
国
分
都
市
計

画
用
途
地
域
の
変
更
と
指
定

（
面
積
約
38・
８
㌶
）

⃝
�

期
間
＝
12
月
11
日（
月
）～
25
日

（
月
）

⃝
�

場
所
＝
都
市
計
画
課

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
都
市
計
画
課
☎（
64
）０
９

０
８

事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は

償
却
資
産
の
申
告
を

事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

状
況
を
、
そ
の
資
産
が
所
在
す
る

市
町
村
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
申
告
し
た
人
に
は

来
年
度
用
の
申
告
書
を
送
り
ま
す
。

新
規
事
業
者
な
ど
初
め
て
申
告

す
る
人
は
、
申
告
書
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
税
務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

「
緑
の
募
金
」

カ
レ
ン
ダ
ー
バ
ザ
ー

全
国
の
企
業
・
団
体
の
協
力
に

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の

バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
売
上
金

の
全
額
が
緑
の
募
金
に
寄
付
さ
れ

ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
23
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
イ
オ
ン
隼
人
国
分
店

（
隼
人
町
見
次
１
２
２
９
）

◎�

�問
＝
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
事

■ 

申
告
は
便
利
な
電
子
申
告
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
・

ｅエ

ルＬ
Ｔタ

ッ
ク
ス

Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告
を

使
う
と
、
会
社
や
自
宅
か
ら
簡
単

に
申
告
で
き
ま
す
。
申
告
方
法
な

ど
詳
細
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝
�

提
出
書
類
＝
償
却
資
産
申
告
書
、

種
類
別
明
細
書

⃝
�

提
出
期
限
＝
１
月
31
日（
水
）

◎�
�問・�提
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８
８

５浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人

（
浄
化
槽
管
理
者
）は
、
保
守
点
検

や
清
掃
と
は
別
に
、
知
事
が
指
定

し
た
検
査
機
関
が
行
う「
法
定
検

査
」を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
知
が
届
い
た
ら
必
ず
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

検
査
内
容
＝
浄
化
槽
の
放
流
水

の
水
質
検
査
、
外
観
検
査
、
書

類
検
査

⃝
�

検
査
手
数
料
＝
合
併
処
理
浄
化

槽
５
千
円
、
単
独
処
理
浄
化
槽

４
千
円（
５
人
槽
～
10
人
槽
の

場
合
）、
採
水
員
検
査
３
千
円

◎�

�問
＝
県
環
境
保
全
協
会
☎
０
９

務
局（
林
務
水
産
課
内
）☎（
64
）０

９
３
８

口
腔
健
診
は
１
月
ま
で

■
お
口
元
気
歯は

ッ
ピ
ー
健
診

飲
み
込
み
の
機
能
が
低
下
す
る

と
、
窒
息
や
肺
炎
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
機
能
低
下
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
県
内
歯
科
医
療
機
関
に
予

約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
に
は
６
月
に
受
診
券
を
送

同
代
表
）

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

※
手
話
通
訳
あ
り
。

■
作
品
展

人
権
啓
発
に
関
す
る
子
ど
も
た

ち
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
1
月
15
日（
月
）～
２
月

年
金
事
務
所
で
の
相
談
・

請
求
は
事
前
予
約
を

年
金
事
務
所
で
は
年
金
相
談
や

請
求
手
続
き
の
事
前
予
約
を
行
っ

て
い
ま
す
。
予
約
受
け
付
け
は
希

望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で

で
す
。

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
物
を

準
備
し
、
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
日
本
年
金
機
構
年
金

相
談
予
約
受
付
専
用
電
話
☎
０

５
７
０（
05
）４
８
９
０
、
加
治

９（
２
９
６
）９
０
０
０

年
末
年
始
の
地
域
安
全
・

交
通
事
故
防
止
運
動
期
間

年
末
年
始
は
事
故
や
犯
罪
が
起

こ
り
や
す
い
時
期
で
す
。
12
月
10

日（
日
）か
ら
１
月
10
日（
水
）ま
で

を
地
域
安
全
運
動
・
交
通
事
故
防

止
運
動
期
間
と
し
て
、
警
察
や
市

役
所
、
各
種
団
体
な
ど
が
警
戒
活

動
を
強
化
し
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
な
ど
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７

｢

じ
ん
け
ん｣

に
つ
い
て

考
え
ま
せ
ん
か

一
人
一
人
が
人
権
問
題
を
自
ら

の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
正
し

く
理
解
す
る
た
め
の「
ハ
ン
セ
ン

病
差
別
の
構
造
と
私
た
ち
の
責

任
」と
題
し
た
講
演
会
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
１
月
20
日（
土
）午
後
１

時
～
３
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
隼
人
町
内
山
田
１
－

14
－
10
）

⃝
�

講
師
＝
德
田
靖
之
さ
ん（
ハ
ン

セ
ン
病
訴
訟
西
日
本
弁
護
団
共

付
し
ま
し
た
。
受
診
券
が
な
い
人

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
令
和
５
年
度
に
76
歳
か

80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

⃝
�

料
金
＝
無
料

⃝
�

健
診
内
容
＝
歯
周
病
や
義
歯
の

検
査
、飲
み
込
み
機
能
の
診
査
・

指
導

⃝
�

受
診
期
限
＝
１
月
31
日（
水
）

◎�

�問
＝
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
業
務
課
☎
０
９
９（
２
０

６
）１
３
２
９

２
日（
金
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
共
通
ロ
ビ
ー

◎�

�問
＝
部
落
解
放
霧
島
市
研
究
集 

会
実
行
委
員
会
事
務
局（
隼
人 

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
内
）☎（
42
）

０
５
５
８

木
年
金
事
務
所
☎（
62
）３
５
１

１新
春
賀
詞
懇
談
会

鹿
児
島
高
専
吹
奏
楽
部

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

⃝
�

日
時
＝
12
月
24
日（
日
）午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
市
民
会
館

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

⃝
�

演
奏
曲
＝
ジ
ン
グ
ル
べ
ル
ｉ
ｎ

Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
、
魔
女
の
宅
急
便
、

銀
河
鉄
道
９
９
９
ほ
か

◎�

�問
＝
鹿
児
島
高
専【
松
田
】☎ （
42
）

９
０
４
２

令和６年度  スポーツ施設などの利用申請
令和６年度に各種大会などで市内のスポーツ施設などの利用を希望す
る場合は、次の事項を確認の上、早めに申し込んでください。希望する
日時、場所が重複した場合は調整します。
※利用日の１カ月前までに使用許可申請書を提出してください。

�◦�優先順位
❶市主催行事など ( 全国・九州・県・姶良地区レベルの行事 )
❷市スポーツ協会加盟団体主催行事、地区自治公民館主催行事
❸その他団体の主催行事

��問・�申＝対象施設を管理する指定管理者・担当課

施　設　名 指定管理者・
担当課 申込期限 連 絡 先

国分運動公園

㈱エルグ・
テクノ

12月28日
（木） ☎（46）4398

国分武道館

国分総合プール 12月22日
（金） ☎（46）9400

北公園

市施設
管理公社

12月28日
（木） ☎（64）0921

国分海浜公園・南公園

春山緑地公園

国分児童体育館

横川運動公園・
温水プール

㈱エルグ・
テクノ

12月28日
（木） ☎（72）0619

霧島運動場 霧島総合支所
地域振興課

12月28日
（木） ☎（57）1112

隼人運動施設
NPO法人
隼人錦江

スポーツクラブ

12月28日
（木） ☎（55）0188隼人温水プール

隼人庭球場･
健康温水プール

福山運動施設 きりしま
PPP㈱

12月28日
（木） ☎（56）3786

まきのはら運動公園

施　設　名 指定管理者 受　付 連 絡 先

上床運動公園
きりしま
PPP㈱

12月1日
（金）から ☎（58）2451

牧園みやまの森
運動公園

2月15日
（木）から ☎（76）2500

主催者・
連絡先

霧島市商工会
☎（42）2128

霧島商工会議所
☎（45）0313

期　日 １月５日（金） １月10日（水）
場　所 ホテル京セラ（隼人町見次1409-1）

会　費
7,000円

※	霧島市商工会本所･各支
所で前売りチケットを
販売中。

7,000円
※	霧島商工会議所で前売り
チケットを販売中。

内　容 17:30 ～受付
18:00 ～新春賀詞懇談会

海岸堤防は自動車の通行ができません
　津波や高潮などの被害を防ぐための海岸堤防は、自動車の通行により損傷などが生じるため、通
行を禁止しています（堤防管理者を除く）。ご協力をお願いします。
�問＝姶良・伊佐地域振興局農村整備課  ☎（63）8177

国分キャンプ
海水浴場

東九州自動車道

検
校
川

水
戸
川

天
降
川

清水川

隼人港

隼人東IC

国分IC

10

223
60

220下井海岸下井海岸
国分海岸国分海岸

住吉海岸住吉海岸

真孝海岸真孝海岸

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提
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◦ 期日＝１月１日（月・祝）午前０時から
◦ 場所＝蒲生ふるさと交流館

（姶良市蒲生町上
か み ぎ ゅ う と く

久徳2241）
�問＝蒲生郷太鼓坊主【内村】

☎080（6422）9427

◦ 期間＝１月14日（日）まで
◦時間＝午後６時～ 10時
◦場所＝天文館公園（鹿児島市千日町9-30）周辺
�問＝ 鹿児島市総合案内コールセンターサンサ

ンコールかごしま  ☎099（808）3333

◦ 日時＝２月26日（月）午後６時30分から
（開場＝午後６時）

◦ 場所＝垂水市文化会館（垂水市田神2750-1）
※未就学児は入場不可。料金など詳細は垂水市ホームページをご覧ください。

�問＝垂水市文化会館  ☎0994（32）7551

蒲生郷太鼓坊主
新春初打ち

天文館ミリオネーション
2024 第５回 たるみず寄席

錦江湾奥お出かけ情報
姶良市 鹿児島市 垂水市

甘酒、焼酎の振る舞いも予定。にぎやか
でパワフルな年初めをぜひ、蒲生で。

約100万球のLED電球で彩る、色彩豊か
な光の空間をお楽しみください。

垂水市文化会館開館30周年記念として、蝶
花楼桃花・桂宮治二人会を開催します。

錦江湾奥会議を構成するまちのイベント情報などを紹介します。

ン
タ
ー
（
牧
園
町
高
千
穂
３
６

１
７
－
１
）

⃝
�

対
象
＝
成
人（
高
校
生
を
除
く
）

⃝
�

定
員
＝
60
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
�

受
講
料
＝
２
万
３
千
円（
22
歳

未
満
は
２
万
１
千
円
）

※�

宿
泊
希
望
者
は
別
途
、
３
３
４

０
円（
１
泊
４
食
付
き
）が
必
要
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
１
月
９
日（
火
）

◎�

�問
＝
日
本
自
然
保
護
協
会
☎
０

３（
３
５
５
３
）４
１
０
１

相
　
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

遺
言
、
相
続
、
登
記
地
目
の
変

更
や
各
種
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、
行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
�

日
時
＝
１
月
17
日（
水
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
共
通
ロ
ビ
ー

◎�

�問
＝
行
政
書
士
会
霧
島
支
部
長

【
古
藤
】☎
０
８
０（
５
２
５
７
）

５
８
３
１

※�

②
は
令
和
８
年
３
月
ま
で（
２

年
間
）。

⃝
�

対
象
＝
修
了
後
、
関
連
職
種
へ

の
就
業
を
希
望
す
る
障
が
い
者

⃝
�

申
込
期
限
＝
１
月
12
日（
金
）

※�

詳
細
は
福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎�

�問
＝
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
☎
０
９
３（
７
４
１
）５
４

３
１

第
一
工
科
大
学
公
開
講
座

■ 

世
界
的
大
ブ
ー
ム「
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
心
理
療
法
」

⃝
�

日
時
＝
１
月
６
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
第
一
工
科
大
学
社

会
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
30
日（
土
）

◎�

�問
＝
第
一
工
科
大
学
社
会
・
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）０
６

４
０

自
然
観
察
指
導
員
講
習
会

⃝
�

日
時
＝
２
月
３
日（
土
）・
４
日

（
日
）

⃝
�

場
所
＝
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
４
０
０
円

⃝
�

必
要
な
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

き
り
し
ま
舞
台
塾

普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

市
民
会
館
の
舞
台
裏
を
探
検
し
、

音
響
や
照
明
の
秘
密
を
解
き
明
か

し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
28
日（
木
）午
後
１

時
～
３
時

⃝
�

対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
15
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
市
民
会
館
☎（
64
）０
９

２
６

福
岡
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
訓
練
生

⃝
�

学
科
＝
①
３
Ｄ
－
Ｃキ

ャ

ド
Ａ
Ｄ
、
②

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
、
③
商
業
デ

ザ
イ
ン
、
④
Ｏ
Ａ
事
務
、
⑤
流

通
ビ
ジ
ネ
ス
、
⑥
流
通
ビ
ジ
ネ

ス（
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）、

⑦
総
合
実
務
、
⑧
職
域
開
発

⃝
�

期
間
＝
令
和
６
年
４
月
～
令
和

７
年
３
月（
１
年
間
）

※錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図る取り組みです。

高
千
穂
支
部

い
け
ば
な
池い

け
の
ぼ
う坊
展

立り
っ
か花
、
生し

ょ
う
か花
、
自
由
花
を
展
示

し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
12
月
10
日（
日
）午
前
10

時
～
11
日（
月
）午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
華
道
家
元
池
坊
高
千
穂
支

部
☎（
46
）２
３
８
０

募
　
集

議
員
と
語
ろ
か
い

市
議
会
で
は
、
議
員
と
意
見
交

換
を
す
る「
議
員
と
語
ろ
か
い
」を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

期
日
＝
２
月
６
日（
火
）～
９
日

（
金
）の
い
ず
れ
か
の
日

⃝
�

対
象

◦�

自
治
会
公
募
型
＝
市
内
の
地
区

自
治
公
民
館
や
自
治
会

◦�

地
域
テ
ー
マ
型
＝
市
内
に
在
住

か
通
勤
・
通
学
す
る
個
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
募
集
要
領
を
確
認
の
上
、
申

込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
直
接
か

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出

⃝
�

定
員
＝
先
着
14
人（
３
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
２
６
４
０
円

⃝
�

受
付
＝
12
月
５
日（
火
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
国
分
運
動
公
園
☎（
46
）

４
３
９
８

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

☎・
（
64
）０
９
１
９
、
〒
８

９
９
－
４
３
９
４
国
分
中
央
３

⃝
�

申
込
期
限
＝
自
治
会
公
募
型
／

12
月
21
日（
木
）、
地
域
テ
ー
マ

型
／
１
月
31
日（
水
）

◎�

�問・�申
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）

０
９
２
２
、
（
64
）０
９
２
３
、 

メ
ー
ルgikai@

city-kirishi 
m

a.jp

き
り
し
ま
博
物
館
め
ぐ
り

■ 

九
州
南
部
の
仏
教
の
歴
史
と
廃

仏
毀
釈

南
九
州
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
１
月
28
日（
日
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
国
分
郷
土
館（
国
分
城

山
公
園
隣
）

⃝
�

講
師
＝
岩
川
拓
夫
さ
ん（
仙
厳

園
学
芸
員
）

⃝
�

定
員
＝
20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
�

参
加
料
＝
３
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
か
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵

送

⃝
�

申
込
期
限
＝
１
月
18
日（
木
）消

印
有
効

－
45
－
１

い
き
い
き

国
分
交
流
セ
ン
タ
ー

■
た
の
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

⃝
�

期
間
＝
１
月
10
日
～
31
日（
毎

週
水
曜
・
全
４
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
25
分
～
２
時

25
分

■
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

⃝
�

期
間
＝
１
月
12
日
～
２
月
２
日

（
毎
週
金
曜
・
全
４
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
０
時
20
分
～
１
時

20
分

【
共
通
事
項
】

⃝
�

対
象
＝
成
人（
高
校
生
を
除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
14
人（
４
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
２
４
０
０
円

⃝
�

受
付
＝
12
月
22
日（
金
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
い
き
い
き
国
分
交
流

セ
ン
タ
ー
☎（
48
）５
５
２
２

サ
ン
・
あ
も
り

■
た
の
し
い
骨
盤
体
操

⃝
�

期
間
＝
１
月
10
日
～
３
月
13
日

（
全
て
水
曜
・
全
８
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
７
時
５
分
～
７
時

55
分

⃝
�

対
象
＝
成
人（
高
校
生
を
除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人（
10
人
以
上

◎�

�問
＝
社
会
教
育
課
☎（
64
）０
７

０
８

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

◎�
�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

国
分
武
道
館

■
や
さ
し
い
ヨ
ガ

⃝
�

期
間
＝
１
月
11
日
～
２
月
１
日

（
毎
週
木
曜
・
全
４
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

⃝
�

対
象
＝
成
人（
高
校
生
を
除
く
）

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

申し込み
フォームはこちら

申し込み
フォームはこちら

申し込みは
こちらから

◦�対象＝パソコン操作初心者  ※申し込み多数の場合は抽選。
◦�申込方法＝【往復はがき（１講座１枚）】講座番号、講座名、住所、

氏名、電話番号を記入し郵送、【FAX】講座番号、講座名、住所、
氏名、電話・ファクス番号を記入し送信、【窓口】申込用紙に記入
し、普通はがきと併せて提出、【インターネット】申し込みフォー
ムから

講座
番号 講　座　名 日　　時 定員 受講料 申込期限

（必着）

32 第2回パソコン基礎講座
(Windows10)

1/16（火）�・17（水）
18：30～20：30 20人 500円 1/4

（木）

講座名 内　　容 日　　時 場所 定員

中国語教室
（中・上級）

中国の食にまつわる言葉
と食文化について学びま
す。

12/26（火）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室

先着
15人

韓国
国際交流員と
学ぼう

日本語を学ぶ外国人の目
線で、日本語はどのよう
に感じるのかを話します。

１/16（火）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中会議室

先着
20人

韓国
国際交流員と
おしゃべり会

韓国語や日本語でおしゃ
べりを楽しみます。

１/19（金）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
和室

先着
5人

◦対象＝市民 ◦参加料＝無料 ◦申込方法＝電話か市ホームページから ◦申込期限＝開催日の前日

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
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図書館へ行こう
スマホ用 携帯用 インスタグラム

http://www.lib-kirishima.jp/

広瀬 統
のり

一
かず

　著
体幹が整えば脚や腕の筋肉の動
きが良くなり、体を動かすのが楽
になる。大人女子に必要な、体幹
を整えるためのストレッチや簡単
な筋力トレーニングを紹介します。

黒田 健太郎　著
庭や広いスペースがなくても楽し
めるコンテナガーデン。園芸のプ
ロも一目置く著者が、鉢や花の色
合いにこだわった寄せ植えなど
ガーデニングのこつを紹介します。

瀬戸内 寂聴　著
愛に真

し ん

摯
し

に向き合い、生きるため
救いを求める人間の姿を描く。「記
憶」「めぐりあい」など、単行本初収
録の４編を掲載。最期まで小説を
書き続けた著者の珠玉の作品集。

塚本 やすし　絵
うそをつくと勝手に鼻毛がどんど
ん伸びる小学生のたけし。お母さ
んに、今日は宿題がない日と言っ
て家を飛び出したたけしの鼻毛は、
一体どこまで伸びるのでしょうか。

新 刊 紹 介

大
人
女
子
の
す
ご
い
体
幹

ト
レ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

黒
田
健
太
郎
の

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

ふ
し
だ
ら
・
さ
く
ら

はなげ小学生

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Letter

昨
年
、
京
都
市
か
ら
移
住
し
て

来
ま
し
た
。
今
回
の「
ま
ち
の
家

計
簿
」
を
大
変
興
味
深
く
読
み
ま

し
た
。
市
民
一
人
当
た
り
に
使
っ

た
お
金
を
冒
頭
に
図
示
し
、
財
政

状
況
を
用
語
の
説
明
か
ら
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
や

「
第
二
次
霧
島
市
総
合
計
画
」の
具

体
的
な
事
業
内
容
と
事
業
費
の
提

示
に
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

目
指
す
市
の
姿
勢
を
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。
地
方
自
治
体
の
経
営
が

難
し
い
昨
今
、
市
民
の「
志
」と
市

政
が
一
体
と
な
る
こ
と
が
大
切
で

す
ね
。（
な
か
ち
ゃ
ん
62
歳
）

●

こ
れ
ま
で
市
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
調
べ
る
機
会
が
な
か
な
か
な

か
っ
た
の
で
、「
ま
ち
の
家
計
簿
」と

い
う
タ
イ
ト
ル
に
興
味
を
引
か
れ

て
読
ん
で
み
ま
し
た
。
初
め
て
知

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
お
に

お
ん
28
歳
）

▼
広
報
誌
で
は
毎
年
市
の
財
政
状

況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
市

の
財
政
状
況
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
あ
り
が
た

い
で
す
。

「
き
り
し
ま
Ｍ
ワ
ゴ
ン
」が
始
ま

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
子
育
て
中
で
、
子
ど
も
が
小
さ

く
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
も
不
便

な
し｣

に
感
謝
し
ま
す
。（
浜
ち
ゃ
ん

65
歳
）

▼
か
ご
し
ま
国
体
・
大
会
で
は
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

毎
月
職
場
に
届
く
広
報
き
り
し

ま
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
の
が
楽

し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
去
年
ま

で
霧
島
市
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
季
節
の
案
内

な
ど
を
見
る
と
霧
島
市
に
帰
り
た

い
な
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

給
食
の
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
小
学

生
の
時
に
食
べ
た
あ
の
懐
か
し
い

味
が
よ
み
が
え
り
作
っ
て
み
た
く

な
り
ま
す
。
毎
月
毎
月
、
楽
し
い

な
の
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
給
食
通
信
も
毎
月
楽
し

み
で
す
。
今
月
の
豚
骨
煮
も
作
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
り
い
ま

ま
30
歳
）

▼
き
り
し
ま
Ｍ
ワ
ゴ
ン
の
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。
買
い
物
や
病
院

の
受
診
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
ご
し
ま
国
体
・
大
会
で
は
、
ゴ

ル
フ
、
馬
術
、
剣
道
な
ど
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
良
い
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
無
事
に
終
わ
り
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
全
て
の
方
々
の｢

お
も
て

情
報
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
の

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
に
し

ち
ゃ
ん
22
歳
）

▼
毎
月
読
後
の
感
想
や
励
ま
し
の

お
便
り
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。中
で
も
給
食
通
信
は
フ
ァ

ン
も
多
い
よ
う
で
す
。
簡
単
に
作

れ
る
よ
う
に
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
45
通
の
お
便
り
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
章
は
誌
面
の
都
合
上
、
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2023.12

井
上
房
子
さ
ん（
隼
人
町
）

今
月
の
絵
手
紙

イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所

ほるとの森おはなし会 １月13日（土） 14：30 ～ 15：00

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 1月はお休みです。幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木）

おはなしの部屋
12月17日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
１月５日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
１月14日（日） 11：00 ～ 11：30 ［幼児］

隼人図書館

おはなしの時間（紙ふうせん） 12月18日（月） 15：30 ～ 16：30
１月15日（月） 15：30 ～ 16：30 霧島図書室

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3391
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（76）2714
霧島図書室／☎（57）0316
福山総合支所地域振興課／☎（56）2012

市内７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください

絵手紙を募集しています。住所、氏名、電話番号を明記して
秘書広報課まで郵送ください。

本誌への感想、霧島市への思いなど、たく
さんの声をお寄せください。お便りはとじ
込みのはがき、市ホームページからお送り
ください。

新刊紹介
日本の最も美しい図書館／立野井一恵
秒で探せる・戻せる実践！オフィスの片づけ／家村かおり
デジタル資産と電子取引の税務／戸村涼子
ヤングケアラーがよくわかる本／飯島章太
障害があり女性であること／土屋葉
手作り 感覚おもちゃ／藤原里美
感情の民俗学／畑中章宏
老いてこそ、スマホ／牧壮

たけし

大人のための文学「再」入門／都
と

甲
こう

幸治
運気を金にする／星ひとみ
縄文時代驚異の科学／齋藤勝裕
素数って偏ってるの？／小山信也
魅せる月風景の撮り方／榎本司
まだ温かい鍋を抱いておやすみ／彩瀬まる
葬送のお仕事／井上理津子
ぼくらの東京革命／宗田理
小学校６年間の算数の「なぜ？」がわかる本／朝倉仁
かこさとし童話集①・②／かこさとし
ティアムーン帝国物語④／餅月望
アンパンマンとちびぞうくん／やなせたかし

国分図書
館

冬のおはなし会（ほるとの森）
⃝日時＝12月23日（土）午後2時30分～３時
⃝場所＝メディアセンター鑑賞室
⃝内容＝読み聞かせ、紙芝居、
　パネルシアターほか
�問＝国分図書館 ☎（64）0918

遊びに
来てね
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◎人口／ 124,138人（-56）  ◎世帯数／ 62,785世帯（＋278）
・男性／60,133人（-16） ・女性／64,005人（-40） ・出生86人 ・死亡129人 ・転入320人 ・転出318人 （令和５年11月１日現在）

肥
薩
線
１
２
０
周
年

吉
松
駅
で
開
催
さ
れ
た
、
Ｊ

Ｒ
肥
薩
線
開
業
１
２
０
周
年
記

念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。
同

日
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た

指
宿
枕
崎
線
が
60
周
年
で
し
た

の
で
、
そ
の
歴
史
の
重
み
を
感

じ
ま
す
。

し
か
し
近
年
は
利
用
客
が
減

少
し
、
九
州
内
の
全
２
２
１
路

線
59
区
間
の
う
ち
、
１
日
の
平

均
利
用
者
数
が
千
人
未
満
の
10

路
線
12
区
間
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
現
状
を

打
開
す
べ
く
、
大
隅
横
川
駅
や

嘉
例
川
駅
な
ど
沿
線
の
駅
や
地

域
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
も
地
域
公
共
交
通
を
守

る
た
め
、
先
月
か
ら
実
証
運
行

が
始
ま
っ
た
き
り
し
ま
Ｍ
ワ
ゴ

ン
や
は
や
と
循
環
ワ
ゴ
ン
、
デ

マ
ン
ド
交
通
や
ふ
れ
あ
い
バ
ス

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

よ
り
高
い
効
果
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
肥
薩
線
な
ど
の
在
来
線

が
存
在
し
て
こ
そ
。

今
後
も
Ｊ
Ｒ
九
州
や
県
な
ど
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
肥
薩
線
の
利
用
促
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
歴
史
と
自

然
を
感
じ
ら
れ
る
肥
薩
線
を
未

来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
利
用
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

ED
IT

O
R

'S

冬の装い（牧園町宿窪田）
令和４年11月19日午後４時15分

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

前
頭
・
梶か
じ

ケが

濱は
ま

さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
江
戸
時
代

に
評
判
に
な
っ
た
関
取
を
紹
介
し
ま
す
。
梶

ケ
濱
力り

き

右えエ
門も

ん

と
い
う
大
隅
国
２※

桑
原
郡
出

身
の
力
士
で
す
。

梶
ケ
濱
が
新
入
幕
し
た
寛
政
２（
１
７
９

０
）年
か
ら
引
退
し
た
寛
政
６（
１
７
９
４
）

年
頃
は
、
相
撲
ブ
ー
ム
の
た
だ
中
で
し
た
。

当
時
無
敗
を
誇
っ
た
の
が
、
大
相
撲
史
上
最

強
と
い
わ
れ
る
大
関
雷ら

い

電で
ん

で
す
。
梶
ケ
濱
は

こ
の
大
ス
タ
ー
に
土
を
つ
け
た
数
少
な
い
力

士
と
し
て
名
を
挙
げ
、
錦
絵
や
絵
皿
に
描
か

れ
ま
し
た
。
今
で
い
う
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

ポ
ス
タ
ー
や
グ
ッ
ズ
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

今
も
昔
も
、
郷
土
出
身
者
が
活
躍
す
る
の

は
う
れ
し
い
も
の
で
す
ね
。（

文
責
＝
堀
之
内
）

大
正
14（
１
９
２
５
）年
に
初
土
俵
を
踏
ん
だ

国
分
出
身
の
國
ノ
濱
は
前
頭
５
枚
目
ま
で
昇

進
し
ま
し
た
。

大
正
か
ら
昭
和
初
め
の
関
取
衆
の
活
躍
は
、

後
の
牧
園
町
出
身
の
大
関
霧
島（
現
・
陸み

ち
の
く奥

親
方
、
第
５
代
お
じ
ゃ
ん
せ
霧
島
大
使
）や
、

隼
人
町
出
身
の
鶴
ノ
富
士
な
ど
へ
続
い
て
い

き
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
が
相
撲
が
盛
ん
な
地
で
あ
る
ゆ

え
ん
は
、
こ
う
い
っ
た
先
人
の
活
躍
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

成
し
ま
し
た
。

後
に
続
く
力
士
た
ち

３
代
目
西
ノ
海
が
開
い
た
浅
香
山
部
屋
に

は
、
隼
人
町
か
ら
も
力
士
が
入
門
。
昭
和
４

（
１
９
２
９
）年
に
初
土
俵
を
踏
ん
だ
源
氏
山
、

昭
和
８（
１
９
３
３
）年
初
土
俵
の
三み

舩ふ
ね

浪な
み

で

す
。
と
こ
ろ
が
西
ノ
海
は
部
屋
を
興
し
て
５

年
弱
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
浅
香
山
部
屋

は
井
筒
部
屋
に
吸
収
さ
れ
る
形
で
消
滅
し
、

力
士
も
同
部
屋
に
移
籍
し
ま
し
た
。
そ
の
後

源
氏
山
は
前
頭
15
枚
目
、
三
舩
浪
は
十
両
５

枚
目
ま
で
昇
進
。
現
役
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た

三
舩
浪
の
墓
石
に
は「
１※

大
日
本
東
京
大お

お

角ず
も
う力　

十
両
力
士
・
三
舩
浪
」
と
刻
ま
れ
、

そ
の
早
い
死
を
悼
ん
で
い
ま
す
。

他
に
も
本
市
出
身
の
井
筒
部
屋
の
主
な
関

取
と
し
て
、
福
山
町
出
身
の
錦に

し
き

洋な
だ

が
大
正

６（
１
９
１
７
）年
に
初
土
俵
を
踏
み
ま
し
た
。

大
日
本
相
撲
協
会
で
の
最
高
位
は
関
脇
で
し

た
が
、
移
籍
し
た
関
西
角
力
協
会
で
は
大
関

を
務
め
、
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。

国
道
10
号
沿
い
に
あ
る
鑰か

ぎ

島し
ま

神
社
の
鳥
居

の
横
に
、
大
小
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。大
相
撲
第
30
代
横
綱
・

西
ノ
海
嘉か

治じ

郎ろ
う

の
顕
彰
碑
で
す
。

３
代
目
西
ノ
海
は
明
治
23（
１
８
９
０
）年
、

鑰
島
神
社
が
あ
る
隼
人
町
真
孝
に
生
ま
れ
、

本
名
は
松
山
伊
勢
助
と
い
い
ま
す
。
伊
勢
助

は
身
長
六
尺
五
寸（
１
９
７
㌢
、一
説
に
は
１

８
５
㌢
）、
体
重
三
十
一
貫（
１
１
２
・
５
㌔
）

と
恵
ま
れ
た
体
格
で
し
た
。
小
碑
の
碑
文
に

は
、
20
歳
で
井
筒
部
屋
に
入
門
し
、
大
正
12

（
１
９
２
３
）年
に
横
綱
に
な
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
西
ノ
海
」と
い
う
四し

股こ

名な

は
、明
治
29（
１

８
９
６
）
年
に
井
筒
部
屋
を
再
興
し
た
鹿
児

島
県
出
身
の
初
代
西
ノ
海
以
来
、
同
部
屋
に

所
属
す
る
県
内
出
身
の
横
綱
が
名
乗
り
ま
し

た
。
伊
勢
助
は
明
治
43（
１
９
１
０
）年
１
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The gatew
ay to local history

横
綱
西
ノ
海
と

霧
島
市
の
関
取
衆

紅葉を撮ろうと、塩
しおひたし

浸温泉龍馬公園
へ。同所は川のほとりまで下りることが
でき、秋には色づいた木々を、夏は涼
やかな川の流れを楽しむことができま
す。近くには新川渓谷の遊歩道なども
あり、少し移動するだけでも違った景色
を楽しめる、一度のお出かけで二度以
上おいしいスポット。寒さも本格化して
きたので、景色に見とれて風邪をひかな
いよう、防寒対策はお忘れなく（甫立）

【撮影データ】

デジタルカメラ  レンズ18 ～ 135mm・F3.5-
5.6　1/80秒　F5.6　ISO500

※１　 日本相撲協会の前身。
※２　 江戸時代の桑原郡は、隼人町の一部と横川町・牧園町・

湧水町の全域を指す。

第30代横綱・西ノ海の顕彰碑

国分図書館前に大相撲９月場所で掲げた懸賞旗などを展示中

かごしま国体・大会を振り返った今回の特集。取材前の打ち合わ
せでは、国体の担当者が「霧島市ほど盛り上がった自治体は他に

ないのでは」とのこと。選手をはじめ、さまざまな市民が躍動した今大会。
市民一丸となることの大切さを感じることができたイベントでした（西）

人の風景で伊達醸造に伺い、富澤さんにお話を聞きました。かわい
さとパワフルさを兼ね備えた富澤さんと話をするうちに、伊達醸

造の味が気になり合わせ酢としょうゆをしっかり購入。すっかりうちの
食卓になじんでいます。サンドウィッチマンとのコラボに期待（伊地知）

新たに始まったジオコーナー。霧島市を紹介する上で外すことはで
きない霧島山の魅力や、各地のお出かけスポットを紹介していき

ます。引きこもりがちな冬。暖かい家に貝のようにこもる生活も魅力的
ですが、冬だからこその景色を味わいに行くのも、乙なものです（甫立）

11月18日、霧島山が初冠雪。いよいよ冬本番を迎えようとしていま
す。取材で家族湯にお邪魔しました。家族湯発祥の地は霧島市

といわれています。家族湯も良し、立ち寄り湯も良し、温泉宿に泊まる
も良し。寒い日はゆっくり温泉に漬かって疲れを癒やしてみては（冨久）

↑アプリのダウンロードは
こちらから。フィーチャー
フォンは通知機能のみ利用
できます

きりしま防災・
行政ナビ

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Ｘ（旧Twitter）

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。
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Android

Lifevision Lifevision
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◎  秘書広報課にお便りをくださった方の中から抽選で、「2023かごしまお茶フェスin霧島・湧水」
実行委員会より「選

え
りすぐりの霧島茶のセット」を５人にプレゼント。応募締め切りは12月19

日（火）当日消印有効です。※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

12月2日・3日に開催した県茶業振興大会「2023かごしまお茶フェスin霧島・湧水」
は大盛況のうちに閉会し、多くの皆さまに霧島茶を知っていただくことができまし
た。感謝の意を込めて、令和５年度県茶品評会で1等１席農林水産大臣賞を獲得
した有限会社松山産業、１等２席有限会社蔵園製茶、１等３席今吉製茶有限会社
のお茶をセットでプレゼントします。今一度、上質な霧島茶を御賞味ください。

「選りすぐりの霧島茶のセット」を５人にプレゼント

令和５年度鹿児島県茶業振興大会「2023かごしまお茶フェスin霧島・湧水」
実行委員会事務局（霧島市役所農政畜産課内）

霧島茶
ホッと一息

☎（64）0910
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